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わが国における近代ス ポ ー

ツの展開過程に関する実証的研究

一 「明治神宮競技大会」の戦時体制化をめ ぐっ て
一

Positive　Research　on 　the　Developmental　process　of　Modern　Sports　in　Japan
　　　　　− on 　the　Militarization　of　Meiji　Jingi　Athletic　Meeting

加　賀　秀 雄

　Hideo　　KAGA

　1924年 に 「明治神宮競技大会」が 嚆矢の 声をあげ て 以降，1943 年 に そ の 開催 の 終 焉 に 至 る まで ，

19年間 に 及ぶ歴史的軌跡 は ，わが国における唯一
の 総合的なス ポーツ 大会 として ，日本近代 ス ポー

ツ史に画期を刻 し たもの で あ っ た ，

　本稿 の ね らい は ，こ の 「明治神宮競技大会 」 が ，1930〜40年代の 戦時体制化へ と移 り変わ り行

く時代状況の 下 で果た した 歴 史的社会的役割を検証 す る こ とに よ っ て ，そ の 歴史的性格を明 らか に

す るこ とをね らい とする．

キーワード ： 近 代国家，ス ポー
ツ 政策，明治神宮競技大会，戦時体制 化

　　　　　　Modern 　natior1 ，　sportspolicy ，　meMjinga 　athletic 　meet ｛ng ，　mili しarization

　　は じめに

　本稿は，前年度に 引き続き 「明治神宮競技大会 j （以

下，「大会」） の 成立 とそ の 展開過程 に 関する継続研究

で ある。

　1924年に成立 し，展開を見た こ の 「大会」 は，「全

国体育デ
ー

」 の 設置及 び ，第 8 回 オ リ ン ピ ッ ク ・パ リ

大会へ の 国庫補助金 の 交付 と並ん で ，ス ポー
ツ が 国家

の 政策対象とな っ て 具体化 し た重要政策 の
一

っ とな っ

た こ とは，す で に 明 らか に した とこ ろで あ る
｛】1．

　 こ の 「大会」 の 主旨は，「明治大帝 の 御聖徳を憬仰す

る 」 こ とともに，「国民 の 身体鍛錬並精神 の 作 興 」
C2）

を

目的と した もの で ，第 1 回大会 （1924年〉が開催され

て 以降 ， 第14回 （1943年〉を以 て そ の 終焉に い た る

ま で ，19年間 に及 ん で継続 され ，開催 され た 国内に お

け る 唯
一

の 総合的な ス ポー
ツ 大会 で あ っ た ．

　しか しな が ら，第10回 （1939年）以降 の 「大会」

に 関して は ， 国内 ， 国際情勢の 政治的展開 を 反 映 し て，

従来の 「大会」 の 性格が 大き く転換され ， 戦時体制化

の 道 へ と変貌 し て い く過程を辿 るこ とに な っ た ．

　本稿で は，こ の第 10回 以 降 の 「大会」 が戦時体制化

へ と向か う過程 に向けて ，そ の研究視角を設 定す る，

こ れ に よ り，厂大会 」をと りまく時代状況 と の 関連にお

い て ， その 歴史的社会的役割を検証 し，「大会 」が 果た

し た 歴史的性格を，以下に明 らか に して い く こ とを主

た る ね らい とす る もの で あ る．

1 ．1930〜40年代にい たるス ポー
ツ の 展開状況

　1931年，わ が国に よる 中国東北部への 軍事的，経済

的な侵出に伴 っ て 起 こ っ た ，所 謂 満州事変 の 勃発 は，

大東亜共栄圏 の 建設 を国策と した 日本 と，中国，ア メ

リカ，イ ギ リス 等列強 との 対 立 関係を
一

層深 刻化させ，

やが て 1937年 日 中戦争，1941年太平洋戦争 へ と戦火

が 拡大され て い き，わ が 国は 15年戦争へ と一路突き進

む こ とに な っ た．

　 こ の ように 緊迫化 の 度を深めた国際情勢を反映 して，

国内的に は，「国民精神総動員 」 が閣議決定され，「挙

国
一

致j，「尽 忠報国」，「堅 忍持久1 をス ロ
ー

ガ ン とす

る組織的な国民運動が展開 され る よ うに な り
注 1）

，さ ら

に，1938年 「国家総動員法 」が 制定され ，労働，経済，

物資，施設等，国民生活全般 に 亘 る 国家統 制 が 確 立 す
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る に い た っ た tl2）．1941 年 太 平洋戦争 の 勃発 は ，そ う

した 国内に お け る戦時体制 の 確立を背景 に して 開始 さ

れると こ ろ と な っ た ．

　 こ うして 戦時体制 に 呼応 し うる国民像の 形成が具体

化 し，「東亜新秩序 ノ 建設 」 を目ざして，「皇国 ノ 道 ノ

修練ヲ旨 トシ テ国民 ヲ練成 シ，国民精神 ノ昂揚，知能

ノ 啓培 ，体位 ノ 向上 ヲ 図 リ，産業並 二 国防 ノ 根基 ヲ培

養シ，以 テ 国力を培養 シ 外二 八 紘
一

宇 ノ肇国 ノ精神 ヲ

顕現 ス ベ キ次代 ノ 大国民ヲ育成 」
注3）

する こ とが，国家

の 基本的な政策課題と して 掲げられ るにい た っ た ，

　また以上 の よ うに，急速 に 緊迫化 が進む国内体制 の

戦時体制化 は，不可避 的 に 国家の ス ポー
ツ 行政 に 対す

る 対応に も，大きな変化が現れ る こ とにな っ た．

　1937 年 「国民精神総動員 二 際シ 体育運動ノ 実施 二 関

ス ル 件」 の通牒が，各教育機関並び に ス ポーツ 団体に

発せ られ た
注4），それ に よれば，ス ポ ーツ は 「心身一

体

ノ 鍛錬二 依 リ国民 ノ体位ヲ 向上 セ シ メ其精神 ヲ 振作 シ

国民 ヲ シ テ克 ク国家 ノ 使命 二 応 ズ ベ キ 健全ナル 資質 ヲ

具ヘ シ ム ル ヲ本旨 トス ，而 シ テ 現下 ノ 重大ナ ル 時局 二

当 リテ ハ 国民精神総動員運動 ノ趣 旨二 則 リ，ソ ノ効果

ヲ挙ゲシ ム ル 」 もの で なければな らな い こ とを強調 し

た もの で あ っ た．

　この 通 牒 に 流 れ る国家の 政策理 念 は ，1939年 の ス ポ

ーツ 行政 に係 わる組織的な再編へと反映 して い くこ と

に な る．すな わ ち同 年，ス ポーツ 行政機構 の 再編が 実

施され るこ とによっ て，こ こ に新たに厚生省 が 発足 し，

そ の 構 成部 局 と し て 体 力 局が設 置 され る に い た っ

た
注 5）．こ れによっ て 体力局は，国民体力 向上 の ための

企画，管理 ，調査に関す る事項，ス ポーツ 運動に 関す

る調査研究及び指導に関す る事項 ，
ス ポー

ツ 運動団体

に 関す る事項，明治神宮競技大会に関する事項等を管

掌する こ とに なっ た．

　い うま で もなく，厚生省 が 発足す るにい た っ た意義

の 1つ は，こ の 時期 に 見 られた壮 丁 体位の 低下 傾向や

結核対策をめ ぐる国民 の 健康問題 と相 ま っ て，国家総

動員体制 の 人 的基盤 とな る 国民 体 力 の 増強 間 題 が，重

要国策 とし て 位置づ けられ る に い た っ た こ とで あっ た．

　そ の 2 つ は，学校 ス ポ
ー

ツ 以外の ス ポー
ツ 行政は t

すべ て 文部省 か ら厚生省 へ と移管 され る に い た っ た こ

とで あ っ た，就 中，「明治神 宮競技大会」 は，ま さに 厚

生 省 が 所管す る 重要 催事 の 1 つ と して ，位置づ け られ

たもの で あ っ た．

　厚生 省 の 発足 に よ っ て ，ス ポー
ツ 行政機構 の 抜本的

な再編 は完 了 した，これ によ っ て，戦時体制に 呼応す

る ス ポー
ツ 及 び 体力問題 に 関す る 行政的な基盤は確立

し，1945年太 平洋戦争の 終結に い た る ま で そ の 役割を

果 た す こ と に な っ た．

　 日中戦争勃発以降，国内体制 の戦時体制化 が 急速に

進み，それ に もとつ く国家総動員 体制 の 確立 に と も な

っ て ，国民体力の 増強問題 は 重要国策と し て 重視 され

る に い た っ た ．厚生大 臣　木 戸 幸
一

は ，「国民 体力 ノ 向

上 ガ 国運進展 二 重大ナ関係 」 を有す る点を強調 し，そ

の ために 「衛生行政 ノ 徹底ヲ図 リ，且衛生二 関 ス ル 国

民 ノ 自覚 ヲ 促 シ テ，体力 ノ 向上 ヲ 実行 セ シ メ ン トス ル

ト共 二 ，体力向 上 ノ 施設 ノ 拡充，体育指導機関 ノ 充実，

体育運動等 ノ奨励 ヲ行イ マ シ テ ，健康ノ保持管理 ヲ 固」

め る と と とも に，「国民体カヲ適正 ナル 方法 二 依 ツ テ調

べ マ シ テ，之 二 立脚シ テ，更二 体力向上 ノ根本的ノ方

策 ヲ 立 テ ル ト云 ウ コ トガ必要 」 で あ る こ とを強調 し

た
注 6｝．

　 こ の よ うにして 国民 の 体力問題 は，時局 に 呼応 し た

喫緊の 政策的な課題 と して ，強力 な 国家管理 下 に お か

れ る こ とにな り，それ は ， 1939年体力章検定 の 制定
注η

，

な らび に 1940年国民 体力法の 公 布
注 8〕

に よ っ て ，そ の

具体化を見 る運 びとな っ た．

　体力 章検定 に つ い て は ，国民の 中核となる 15〜25

才 ま で の 青年男子 を対象 と して 実施 された．検定種 目

は 100m 疾走，走幅跳，手榴弾投，運搬 （50m ），懸垂

屈 臂と さ れ ，合格者 に は 体力 章 が 交付 され た ．なお

1943年か らは ， 15〜21才まで の 女子 の 体力章検定が

追加 され た ．

　また国民体力法は ，「国民体力ノ向上 ヲ 図ル 為本法ノ

定 ム ル 所 二 依 リ国民 ノ 体カ ヲ 管理 」 す る ため に制 定さ

れ たもの で あ り
住 9）

，満26才未満の 男子，満 20才未満

の 女子を対象 に，身体発育，疾病，運動機能 などの 体

力検査が実施 され，その 検査結果 を記 した体力手帳 が

交付 され る仕組み に制度化され る に い た っ た．

　 1941年 太 平洋 戦争 へ の 戦火 の 拡大 を前 に緊迫 した

国内情勢の 下 で，自治，自由を伝統 と して 展開され て

き た，学校 に お け る課外活動組織 で あ る校友会 に 対 し

て も，国家に よ る統制 が強化 され る こ とに な っ た．

　それ に つ い て 文部大臣　橋 田 邦彦 は，「今 ヤ 興亜 ノ 聖

業 日二 進 ミ皇国 ノ使命益 々 重大ヲ加 フ ル 」 の 時期 に当

っ て ，「負荷 ノ 大任 二 堪 フ ベ キ人 物 ヲ錬成 ス ル コ トハ 現

下喫緊ノ 要務」で あ ると し，「茲 二 其 ノ
ー

方途 トシ テ 在

来 ノ校友会其 ノ 他 ノ校内団体 ヲ 再組織 」 す る こ とを通

じ て，「学校長 ヲ 中心 トシ 教職 生 徒 ヲ 打 ツ テー
丸 トス ル

団体 タ ラ シ メ」 るように す る こ とが 重要で あ る と訓示
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わ が国 にお け る近代ス ポ
ー

ツ の 展 開過程 に 関す る実証的研 究
一 「明治神宮競技大会」 の 戦時体制をめ ぐっ て

一

した
za1D，．

　 こ う して，課 外活動組織 で あ る 校友会が再編 され ，

1940年学校報国団体制 が 確 立 す る こ と に な っ た
注 ID．

　校友会を再編 して 確 立 された こ の 学校報国団は，「全

職員及生徒 ヲ 以テ 組織」され，そ の 活動組織と して 「総

務部，鍛錬部，国防訓練部，文化部，生活部 ； の 5 部

で 構成 され る こ と に な っ た，こ う して 従来 の 校友会運

動部は，学校報国団鍛錬部 に 再編 され，武道班 （柔道，

剣道 ， 弓道等），体錬班 （陸 上
， 水泳 ， 相撲 ， 漕艇 ，

ヨ

ソ ト等〉，球技班 （野球，庭球，篭球，蹴球，排球等）

とし て，学校当局 に よる 直接的な指揮，監督を通 じて ，

国家 の 統制下 に お か れ再 出発 する こ とにな っ た ．

　加 え て ，ス ポ
ー

ツ に 対 す る 国家の 統制 は ，学校運動

部に とどまらず，ス ポ ー
ツ 団体にま で も及ぶ とこ ろと

な っ た．

　 1941 年 学生 ス ポ
ー

ツ に対す る総合的な統制組織 と

して ，大 日本学徒体育振興会 （会長文部大臣）が 設 立

され ， 本部 ， 地方支部 ， 道府県支部 ， 専門部 ， 女子部等，

全国的な組織体制 が 確立 され ，学校種別 による全国的

な ス ポ ーツ 大会等の 事業 も推進 され る に い た っ だ
3〕．

　ま た 1942年 「全国民的新体育団体の 結成」 を図 るた

め に ，従来 か らス ポ ー
ツ の 全国的な統括組織 と して 設

立 され て きて い た 大 日本体協会は，大日本体育会 （会

長　内閣総理大臣） へ と再編 され る に い た っ た．こ れ

に よ っ て，各ス ポーツ 種 目別競技団体は解消 され るこ

とにな り，新たに設立を見た大 日本体育会 の 運動部組

織 と し て，国家の 統制下 に お か れ る こ と に な っ た
［4｝．

　 さらに，1942年武道 の 全 国的な統括組織 で あ っ た大

日本武徳会も，ス ポ ー
ツ 団体 と 同様 に 再編 され ，大 日

本武徳会 と して 名称を維持 しながらも，内閣総理大臣

を会長 とす る新組織 が 確 立 されるに い た っ た ．こ うし

て ，柔道，剣道，弓道，銃剣術，射撃に よっ て構成さ

れ る武道の 総合的な団体 と して ，文部，厚 生，陸 軍，

海軍，内務 の 5省管轄に も とつ く国家の 統制団体と し

て そ の 役割 を果たす こ とに な っ だ 51．

　日中戦争以降の 国際情勢 の 緊迫化は，オ リン ピ ッ ク

大会の 開催に も直接的 に影響を及ぼすとこ ろ とな っ た ，

すなわち，1940 年第 12回オ リン ピ ッ ク 大会 は ， す で

に 正OC 総会 に お い て東京市で の 開催 が 決定して お り，

そ の 準備体制 は 確 立 し，大会開催 に 向けて の 具体的取

り組 み が，東京大会組織委員会 の 下 で着 々 と進め られ

て きた と こ ろ で あ っ た．

　 しか し ， 1938年 7 月 15日 ，
「現下 ノ時局 ハ 挙国

一・一
致

物 心 両方面 二 亘 リ益 々 国家 ノ 総力 ヲ 挙ゲテ 事変 ノ 目的

達成 二 邁進 ス ル ヲ 要 ス ル状勢ナ ル ニ 鑑 ミオ リン ピ ッ ク

大会 ハ 之 ガ 開催 ヲ 取止 ムル ヲ 適 当 ナ リ ト認 ム ル 」 との

閣議決定に よ り ， こ こ に第12回 オ リン ピ ッ ク ・東京大

会 は 取 り止 め られ る こ と に なっ た
注 12｝．

　太平洋戦争勃発 以降 ， 日本に対する連合国の 反攻が

開始 され る 1943年に い た っ て ，早 くも戦時体制 に 行き

詰ま り状況 が 現れ る に い た っ た．戦局 の 悪化 に と もな

う非常事態に呼応 して ，学徒勤労動員体制 の 確立 ，食

糧管理 の 強化， 軍需物質優先に伴 う旅行制限，ス ポー

ツ 用具 の 原料統制 等，緊迫 した国内，国際情勢の 展開

の もとで，ス ポーツ も新た な る転機 を迎える こ とにな

っ た．

　1943年 「戦時学徒体育訓練実施要綱 」
注 13）

， 及び 「学

徒体育訓練実施 二 関ス ル 件」
注 14）hl公布 され，「卒業後

其の 総て が 直 ちに将兵 と して 戦場 に 赴 くべ きこ とを想

い
， 之 に必要な る資質の錬成育成に力むる こ と」 が 提

起されるに い た っ た ［6）．こ れを契機 に 学生 ス ポ
ー

ツ は，

中止 の やむ なきに い た る状況を迎え る こ とになっ た．

　同時にまた，国家総動員体制 の 国策 の 下 に 活動 を続

けて きた各種ス ポーツ 団体も，そ の 活動 の 中止 を余儀

なくされるにい た っ た．こ うして 重要国策 として位置

づ け られ て き た ス ポーツ は ，閉塞状態に陥る に い た り，

新た なる歴史的な局面を迎える こ とに な っ た，

2 ．「大会」 の戦時体制化をめ ぐる諸実相

　 「明治神宮競技大会］ は，1924年わが国で最初の 国

民的な規模 で ，か っ 唯
一

の 総合的 なス ポ
ー

ツ 大会 とし

て 成立 した，歴史的な意義を有する 「大会」で あ っ た，

以 後本 「大会」 は ，
1943 年第14回 を以 っ て 終焉を見

る ま で，常に 国民的な関心 と注 目を集め た 大会と して

の 役割を果た した．

　 し か しなが ら，こ の 国民的な規模で 展開 され た 「大

会 」 も，1943年第10回 を迎 え る に い た る歴史的な経

緯 の 中で，そ の 有 り様 にお い て，大き く変化 を見 せ る

過程を辿る こ とに な る，

　す なわち ， 1924年 「明治大帝 の 御聖徳を憬仰す る」

と と もに ，「国民 の 身体鍛錬並精神の 作興 」
CT）
を目的 と

し て，「第
一

回 明治神宮競技大会」が，明治神宮外苑競

技場 を中心 と して 開催 され て 以降，19年 に 及ぶ 「大会1

史 の 中で，そ れを象徴す る 「大会 」 名 の 呼称 に 変化 が

現 われ て きた こ とで あ っ た．

　先ず ， 第 1 〜 2 会 の 「大会 」 の 名称 は 「明治神宮競

技大会」，第 3〜 9 回の それ は 「明治神宮体育大会 」、

そ して 第 10〜12回の それ は 「明治神 宮国民体育大会1，
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さ らに 第ユ3〜14回 の それ は 「明治神宮国民 錬成大会 」

と，大会名称は 4 度 に 亘 っ て 改称 され る と い う推移を

辿 っ た
注 15〕．

　 し か しな が ら，こ うし た 動向 は 単に 「大会」 名 の 呼

称変更に とどまる こ となく，「大会」総体 と し て の 性格

や 内容 の 変化と係わ っ て，事態は展開 して い くこ と に

な っ た．

　と りわけ，1939年国家行政機構 の 再編 に よ っ て ，厚

生省が発足 し
，

「大会」の 主 管母 体 が 民 間団体 で あ る明

治神宮体育会よ り，厚生省 へ 移管され るに い た っ た こ

とに伴っ て，そ の 性格や内容 の 変化 が鮮 明 に 現 わ れ る

に い たっ た．

　 こ の 「大会1 主管 母 体 の 移管に っ い て ，明治神宮体

育会会長　有馬良橘は，国策遂行の た め の国家的な視

点 に 立 っ て 以 下 の よ う に述 べ て い る．すなわ ち，「今回

政府 ハ 国策 ノ 重要事項 トシ テ 国民 ノ体力向上 二 意 ヲ 注

ガ レ 曩二 体育行政 中央機関 トシ テ厚生省 ヲ設置 セ ラ レ

国民体育行政事務ヲ 主管セ ラル ル ト共 二 直接国民体育

の 指導誘掖二 当 プ レ 候ガ之 ヲ 念 フ ニ 時局 ノ 重大 ト国民

体育ノ必要 ヲ 深 く認 メ ラ レ タ ル ニ 基 ク モ ノ 」 に 他な ら

な い もの と し，「現下 ノ 時局 ヲ顧 ミ我国 ノ世界 二 於ケル

地歩並 二 使命 ヲ 考へ 更 二 国民体力 ノ低 下 ヲ 憂ヘ ラ レ ツ

ツ ア ル 実情二 照 ラ シ 国民体力向上 ノ 問題ハ 真二 現下喫

緊 ノ 急務 ト存ゼ ラ レ 候此 ノ 時 二 際 シ 我国唯
一

ノ 総合体

育大会ニ シ テ国民体育祭典 トモ 称 ス ベ キ 明治神宮体育

大会ヲ政府自ラ之 ヲ 主催シ 其 ノ 内容 ノ充実強化 ヲ 図ラ

レ 以テ 国民体育ノ 国家的意義 ヲー
層明確ニ セ ラ レ 本大

会ヲ以 テ我国体育運動ノ淵源タラ シ ム ル コ ト」 は極め

て重要で あ る と して ， 厚生省へ の 大会移管の 意義を 強

調 して い る
t8｝，

　 こ うし て 主管母 体 とな っ た厚生省は，1939年第 10

回 「大会 」 を開催す るこ とにな り，そ の基本方針と し

て，「本 大会は，明 治 天 皇の 御聖徳 を憬仰 し奉 る神 事に

して 御祭神 の 御 前に国民を して 平素におけ る心身鍛錬

の 成果 を奉納せ し め，進 ん で現下 の 難局を打開 し東亜

新秩序建設の 礎 石たる覚悟を誓 い 奉 り，真に国民精神

総動員 の 具現た ら しむ る と共 に
一
年を通 じて 我国に お

け る体育の 中心的行事たら しむ る こ と」
〔9憾提起 し，「大

会 」 開催に臨む こ ととな っ た ，

　 この 第 10回 「大会」 が もつ 歴 史的な意義 は
， 第 1 回

　「大会 」 の それ とは明 らか に異 な り，国策遂行上の政

策的な意 図 が 明 示 され ，そ れ に ふ さわ しい 「大会 」 と

す る方針 が 打ち出 され た こ とで あ っ た、こ の こ とに つ

い て は，「大会 」 に 寄 せ られ た 関係者の 式辞を通 じて ，

如実 に 示 され て い る とこ ろ で ある．

　すなわち，大会名誉会長とな っ た内閣総理 大臣　阿

部信行は，「今ヤ 我邦ハ 国ヲ 挙ゲテ 東亜新秩序 ノ 大 業 二

邁進 シ 之ガ完遂 ノ 為 国力ヲ 充実シ 国運 ヲ 伸暢 ス ル 要

愈々 切 ナ ル モ ノ ア リ而モ 国力 ノ充実，国運 ノ 伸暢ハ 国

民体力 ノ向 上 発達二 俟ツ 所極メテ 大 ニ シ テ，国民体育

ハ 益 々 其 ノ 重 要 性 ヲ加 フ ル ニ 至 レ ル ニ 当 リ，明治天 皇

ノ御聖徳 ヲ憬仰 シ 国民精神 ノ 作興 ト国民体カノ 向 上 ト

ヲ 目的 トス ル 大会ガ帝都 ノ 聖域二 開会 セ ラ レ健康 日本

ヲ代表 ス ル 幾萬 ノ青年男女諸君ガ明治神宮ノ 大前二 於

テ 国民体育ノ 精華ヲ 発揚 ス ル ノ 盛事 ヲ 見ル ハ 邦家 ノ 為

寔二 慶祝二 堪ヘ ザル ナ リ即 と述 べ て い る．

　また，大会会長 で 厚 生大臣　小原直は，「今 ヤ 未曾有

ノ重大時局二 際会 シ 国家ノ総カ ヲ 挙ゲテ新東 亜 ノ 建設

二 邁進 シ ツ ツ ア ル ノデア リマ ス ，而 シ テ 之ガ完成 ノ為

ニ ハ 固 ヨ リ其 ノ 方途 ハ 多 々 ア ル ノデア リマ ス ガ体育運

動 ノ 実践 二 依 リ之 ヲ図ル ノ ガ 最 モ 適切 ナ リ ト信ズ ル ノ

デ ア リマ ス ，本年 ヨ リ政府 二 於 テ 本大会 ヲ 開催致ス コ

トニ 相成 リマ シ タ ノ モ ，明治天皇 ノ御聖徳ヲ憬仰 シ 御

神霊御照覧 ノ 下 二 国民精神 ノ作興 ト国民体力ノ増進 ト

ヲ 図 ラ ン トス ル ノ趣旨二 由ル 次第デア リマ ス latとも述

べ て い る．

　厚生省 が 主管母体 と な り，開 催す る こ と に なっ た第

10回 「大会 」 は，そ の 内容にお い ても大きく変化する

とこ ろ とな っ た ．

　 「大会」開催期は ， 1927年第 4 回 「大会」以降は隔

年開催 となっ て い た が，こ の 第10回 「大会 ］ より，最

後 の 第14回 「大会」 ま で は ， 連年に亘 っ て 開催 される

こ とに な っ た．

　 また ，1931年第 6 回 「大会 」か ら始ま っ た第 1期 （水

上），第 2期 （各種競技），第 3期 （ス キー，ス ケー ト）

に亘 る ，
3会期制にもとつ く呼称変更が第10回 f大会」

よ り実施 された．すなわちそれは，夏季大会 （水上競

技、ヨ ッ ト）， 秋季大会 （各種競技），冬季大会 （ス キ

ー，ス ケ
ート）と して，季節制にもとつ く大会名称 へ

と，変更され る に い た っ た こ とを意味 した
an．

　　「大会 」 の 運営体制は，時局を反映 した動員体制 で

構成 され る こ とに な り，総裁 秩父宮家 名誉会長　内

閣総理大臣，会長　厚生大臣，顧問として 全大臣が加

わ り，業務統轄責任を厚生省体力局長 が負 う組織体制

が確立 される こ とにな っ た tse．

　 開催競技種 目は ，第 1回 「大会」 にお い て は 15種 目

だ っ たが，第 10回 「大会」 か らは ，「剣道，柔道，弓

道，相撲，国防競技，集 団体操，陸上 競技，蹴球，ラ
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わ が 国 に お け る近代 ス ポーツ の 展開過 程に 関す る実 証 的研 究
一．「明 治神 宮 競技 大会」 の戦時体制をめ ぐ っ て

・一

グ ビ
ー
，野 球，排 球，篭球，漕艇，庭球，ホ ッ ケ ー，

馬術，射撃，体操競技，卓球 ， 自転車，水 上 競技，ヨ

ッ ト，ス キ
ー，ス ケ

ー
ト，の 24種目へ と競技種 目の 増

加 が あ り
09
，ス ポーツ の 普及 状況を うか が わ せ る動 向

を示 した．

　就 中，こ の 第 10回 「大会 」 よ り，競技種 目中に 「国

防競技t が導入 されるに い た っ た こ と は，戦時体制化

へ と移行 して い く 「大会」 の 性格を如実 に 示 す もの で

あっ た．こ の 「国防競技 」
への 参加対象は，時代 の 中

核 となる中等学校生徒，及 び青年学校生徒で あ り，そ

の 競技内容は，「牽引競争 ，手榴弾投擲突撃 ，障碍通過，

土嚢運 搬競争，行軍競争」 の 5 種目で 構成され，競争

が行われ た
tie．

　なお こ の 第10回 「大会 」 よ り，参加 「選手 」 は，参

加 「選 士 」 と し て 呼称変更が行なわ れ た．こ れ に伴 っ

て，「参加戦 士 心得 」 も，「本大会 の 趣 旨を体 して 神事

奉仕に 相応 し い 厳粛 さ と敬虔さ と を 以 て 事 に 当 る と共

に戦時下本大会を通 して愈 々 熾 に 国民 の 意気 と力 とを

中外 に 顕揚 」 す るもの と し，合 わ せ て それ に もと つ く

留意事項と して ，「敬神崇祖 の 念を高め神事奉仕 の 実を

挙げ る こ とi，「質実剛健の 気風 を 発揮する と共 に真摯

敢闘克く競技場よ り職場 に 辿 る 忠烈果敢 の 日本精神 を

発揚す る こ と」，「規律統制あ る行動を な し団体訓練の

実 を挙ぐる こ と」 が 規定 され る に い た っ た un．こ れ に

もとつ い て，第 13回 「大会」 は盛会裡に閉会する こ と

に なっ た．それ に際し て ， 大会会長 （厚生大臣）　 小

泉親彦は次 の よ うな閉会の 言葉を述べ た．「本大会ハ 畏

ク モ 天 皇陛下 　皇后陛下 親臨 ア ラセ ラ レ マ タ総裁　 三

笠宮殿下 ヨ リハ 優渥ナル 令旨ヲ賜ハ リナ ホ総裁宮殿下

ヲ初メ 奉 り各宮殿 下 ノ台臨 ヲ辱 ウ致 シ マ シ タル コ トハ

諸君 ト倶 二 関係者
一

同 ノ 感激措 ク能 ハ ザル 所デア リマ

ス 」 と し，つ い で 「本大会二 出場セ ラ レ タル 諸君 ニ オ

イ テ ハ 克ク平素鍛錬セ ル 所ヲ発揮 シ 大東亜戦争 ノ 完遂

ヲ期 ス ル 皇国民 ノ 意気 トカ トヲ 中外 二 宣揚セ ラ レ 本大

会ガ 所期 ノ成果 ヲ収メ マ シ タル コ トハ 邦家ノ タメ 慶賀

二 堪 ヘ ヌ 所デ ア リマ ス ，願 クハ 総裁宮殿下 ノ令旨ヲ奉

戴 シ テ今後
一

層心身 ノ 鍛錬二 努メ 大東亜 建設 ノ聖業ヲ

翼賛 シ奉 ル ニ オイテ 些カモ 遺憾 ナ キ ヲ 期セ ラ レ マ ス ル

ヤ ウ切望 シ テ ヤ ミマ セ ヌ 」 と述 べ て い る
nat，

　
一

方，こ の 「大会 」 に対す る新聞報道も，「神 宮大会

あす開幕 　聖徳 の 旗の も と に 　聖 戦 下 の 秋 に 絢爛 」，

「けふぞ熱戦 の 火蓋 　若 き 日本の 争覇 」，
「聖恩 の 旗神

宮外苑に翻 へ る　繙く総力 の 絵巻 」，「興 亜 日 に高鳴る

体育行進　国防競技 も初 の 登場」等に見 られ るように，

「大会」 の 国民的な関心 を高めるうえで，報道機 関も

積極的な 役割を 果 た した
OSt．

　1941 年第 12回 「大会 」 は，太平洋戦争の 勃発 を目

前 に 控 え た ，国内情勢 の 臨戦体制 化 に 呼 応 し た 「大会」

とな る に い た っ た．すなわち ，
こ の 大会実施方針 によ

れば，「大会」 は，「明治天 皇の 御聖徳を憬仰 し 平素 に

於 け る心身鍛錬 の 成果 を奉納す る神事奉仕 に して 皇国

民 の 気魄と体力 と を 中外に顕揚 し国民錬成 の 機会たる

と共 に 我 が 体力国策の 精髄をなすもの なり 而 して 世界

的変革期 に際 し総力を挙げて 大東亜共栄圏 の 建設 に邁

進せ る時挙行せ ら る る本大会に 於 て は特に体育の 国家

的意義 の 発揚を旨とし愈々 熾 に 剛健真摯なる国民的意

気 と訓練 の 実 を 昂揚せ しめ 真 に 高度国防国家の 要請 に

即応 した る挙国的大体育祭典」 とな る こ とが重要 で あ

る．そ の ため に は 「国民体育 の 国家的意義就 中体育に

依る国民的意気の 昂揚敢闘精神 の 錬成団体訓練 の 強化

体力 の 増強国防的各種技能 の 錬磨の 重要性 を強調 し全

国民 を して 国民体力 に 対する 関心 を 深 か ら しむ る と共

に 之 を実践 せ し む る こ と」
ua

が肝要 で あ ると強調 して

い る．

　 また太平洋戦争 へ と戦火が拡大 し，臨戦 体制下で実

施 され るにい た っ た 1947年第13回 「大会」 に お い て

は ，「本大会 は ，明治天皇 の 御聖徳 を憬仰 し 皇国永遠の

興隆 の 根 基 を 培 うた め 皇 国 民 の 心 身錬成 に 努 め そ の 成

果を明治節 の 佳節 を トし中央，地方に於て明治神宮に

神事奉仕 と して 奉納せ ん とす る もの な り，特 に 今次大

会 は 大東 亜戦争 の 緒戦に於ける皇軍 の 赫 々 たる大戦果

に応え益々 皇国民の 志気 と体力 とを中外 に 顕揚せんと

する もの な り押とされ ， その 開催主旨も
一

段 と時局を

反映 し た もの となるに い た っ た ．

　 1940年第 10回 「大会」 か ら，1942年第13回 「大会」

にい たるま で に，開催 競技種 目に も大きな変化が現れ

て き た ，すなわち，集団訓練及 び戦技訓練の 強化を意

識 して ，す で に 「国防競技 1 が 位置づ け られ て い た が，

こ れに加 え，「海洋競技 」，「滑 空訓練」，「行 軍 訓練 」が

単
一
種 目 と して 導入 される こ とにな っ た．そ して第10

回 「大会」よ り開催種 目と して 位置づ け られ て い た 「国

防競技」 は，第 13回大会よ り 「戦場運動 」 へ と呼称変

更が行われ る 等，臨戦体制 に 呼応 した 国内情勢の 展開

が，開催競技種 目の 編成に も鮮明 に 反映 され る と ころ

とな っ た，

　 こ うした歴史的経緯の 中で ，1943 年第14回 「大会」

は 開催 され る こ とに な っ た．しか しな が ら，太平洋戦

争 の 勃発 と，米
・
英等連合国の 反攻が 開始 され る 1943
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年以降，国内情勢の 悪化に 伴う非常時体制を迎え て，

国家総動員体制 の 国策の 下 に 展開 さ れ て きた 「大会」

に も，大 きな転機が 現れ る こ とに な っ た．

　第 14回 「大会」 の 開催に先立 っ て ，以下 の 政府通牒

が 発 せ られ た．すなわち，「大東亜 戦争ノ現段階二 当リ

国民 ヲ シ テ 其居住，職場，学校等二 於ケ ル 日常鍛錬 ヲ

実践セ シ メ 以 テ征戦生産即応 ノ心 身 ヲ錬成セ シ ム ル 要

益 々 緊切ナル ニ 鑑 ミ本年開催 ノ第 14回二 於」 い て は ，

「地域，職域等 ノ 居住実践体二 最 モ 近接 セ ル 関係 二 在

ル 全国大会 （市町 村大会） 二 重点 ヲ置キ 更 二 道府県大

会二 就イテ ハ 今後 二 於ケル 戦況 ノ 推移 二 伴 ヒ 其 ノ 計画

内容ヲ伸縮確定ス ル 」
注 lS）

もの となっ た．

　 こ の 通牒 に もとつ い て ，第 14回 「大会」 は 夏季，秋

季，冬季大会 と と もに ，開催規模は 地方大会に 限定さ

れ るこ とに な り，また競技 日程 につ い て も，夏季大会

に おける 2 日間 の 開催を除い て，秋季及び 冬季 ともに

1 日 間の 開催 とされ る に い た る な ど，従来 の 「大会」

に 比 して ，運営上 大 き な変更 が行わ れ る こ とに なっ た．

　第 14回 「大会 」 をめ ぐるそ うした動向 は，臨戦体制

化 に お け る 国内，国際情勢の 緊迫化 を 鮮明 に 反映 した

もの で あ り， 1924年第 1 回 「大会 jが開催され て 以降

1943年に い た る まで ，伝統的なス ポーツ行事 と して 恒

例化 して きた こ の 「大会 」 は ， 他 の 国内ス ポ
ー

ツ の 動

向 と同様 に 逼塞状態 に 陥 り，第 14回 「大会」 をもっ て

そ の 終焉を迎 え る こ と に な っ た．

　 3 ．大会 の 歴史的性格

　わが国に お い て ，
ス ポーツ が 国家の 政策対象と なっ

て 具体化する の は，1924 年第 1回 「大会 」 が内務省主

管 で 開催され，同時 に こ の 年，「全国体育デー1の 設置，

及 び 第 8 回 オ リン ピ ッ ク ・パ リ大会 へ の 国 庫補助金 の

交付が 実施 され るに い た っ た こ とを歴 史的な嚆矢 とす

る，

　以後 「大会」 は，国内 で 唯
一

の 総合的な ス ポ
ー

ツ 大

会 として 国民的な関心を集め ，1943 年第 14回 「大会」

を もっ て そ の 終焉 を 見 る まで ，
19年間に 亘 っ て 開催 さ

れた唯
一

の 総合的なス ポーツ 大会で あ っ た．

　 こ の 「大会 」 の 基本理念に っ い て は，す で に 明 らか

に した よ うに，「明治大帝を憬仰す る所以 で あるば か り

で な く国民 の 心身鍛錬並精神 の 作興上其 の 効果の 尠 か

らざる こ と」 を期 した もの で あ っ た．「大会 」に対す る

こ の 理 念 は，最後 の 第 14回 「大会 」 に い た る ま で ，
一

貫 して 流れ る とこ ろ と な っ た．

　すなわち，第 14回 「大会」 の 開催方針 に も示 され て

い る よ うに，「明治神 宮国民錬成大会ハ 明治天皇 ノ 御聖

徳 ヲ 憬仰 シ 国民挙ゲ テ 平素 二 於 ケ ル 心 身鍛錬 ノ成 果 ヲ

奉納 ス ル 神事奉仕 ニ シ テ 我 ガ 健民国策 ノ 精髄 ヲ ナ ス モ

ノ 」
pmで あ っ た ．

　 しか しなが ら，そ う した方針は，各 「大会」 の 精神

として 底流 しつ つ も，「大会 」をと りまく国内，国際情

勢 の 展開 の 下 で ，そ の 様相 は 更 に 大 きく変化 し て い く

過程を辿 る こ とに な る．と りわ けそれ は，1939年第 10

回 「大会 」 以降 に お い て ，顕著な か たちで現われ て く

る こ とに な っ た ，

　 1931年 い わ ゆ る満州事変 を 契機 と し て，1937年 日

中戦争の 勃発，1941年太平洋戦争への 戦火 の 拡大へと，

大東亜共栄圏 の 盟 主 を め ざす国策は，戦時体制 に 呼応

するた め に，国民精神 総動員 ，国家総動員体制を確立

し て，そ の 遂行 に 向 けて ，強力 に 国民動員が 図 ら れ る

とこ ろとな っ た．こ う して 「大会j は ， 唯
一

の 総合的

な ス ポーツ 大会と して ，同時に ま た それ は，天皇制 の

思想 で 国民 の 精神統合 を図 るス ポー
ツ 大会 と して ，戦

時体制に 呼応する重要 国策の 1 つ と して位置づ け られ，

ス ポー
ツ を通 じ た 国民動員が積極的 に 展開され る よ う

に な る．

　こ の 「大会 」 に 期す る国家 の 政策的意図 は，第 10回

「大会亅以 降の 臨戦体制下 に お け る，緊迫化 した 国内，

国際情勢を鋭 く反映 し たもの として 現れ て くる，それ

は 「大会」 に 対する政府関係者に よ る 以下 の 見解に象

徴的に 示 されると こ ろで あ っ た，

　すなわ ち，第13回 「大会」 を前に して，内閣総理大

臣　東條英機 は，「大東亜戦争下，御陵威 ノ 下，作戦 二 ，

建 設 二 ，着 々 トシ テ 輝 カ シ キ 巨歩ヲ進 メ ツ ツ ア ル ノ 秋，

斯 ク ノ如 ク盛 大ナル 国民錬成大会ガ，特 二 明治神宮 ノ

御前 二 於 テ ，奉納挙行 セ ラ レ マ ス コ トハ
， 是 レ 即チ ，

私共
一

億国民 ノ絶対必 勝ノ気魄ヲ，中外 二 示 ス モ ノ ］

で ある とし，「惟 フ ニ 大東亜戦争 ヲ 戦 ヒ 抜キ，以テ 肇国

ノ 大精神 ヲ顕現セ ン ガ為，私共
一
億国民 二 求メ ラ ル ル ，

根本的要件 ハ ，申ス 迄 モ ナ ク尽 忠報国 ノ 至誠 二 発 ス ル

日本精神 ノ 昂揚二 外 ナ ラナ イ ノ デア リマ ス ，而 モ ，此

ノ 精神力 ノ昂揚 ハ ，全国民ガ，老若男女 ノ別 ナ ク，不

断 ノ 錬成ヲ続 ケ ，以 テ 強靭ナ ル 体力 ヲ作リ上 ゲテ コ ソ，

初 メ テ ，其 ノ全キ ヲ 得 ラ ル ル ノデ ア リマ ス ．斯ク シ テ，

国 民 錬成 ノ 成果ハ ，直 二 ，前線 二 於 ケ ル 戦力 発揮 ノ 上

二 ，甚大ナ ル 影響ヲ 及ボ ス ノデ ア リマ ス ．今ヤ 皇軍 ノ

精鋭無 比 ナ ル 如 ク，一
億国民 ノ 体力 モ 亦，世界 二 冠タ

ル マ デ ニ 増強 セ ラ レ ナ ケ レ バ ナ ラナ イ ノデ ア リマ ス ．

此 ノ 切実ナ ル 体力強化 ノ ，国家的要求二 対 シ ，最 モ 優
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わが 国 に お ける 近 代ス ポーツの 展 開過 程に 関す る実証的研究
一 「明治神宮競技大会 」 の 戦時 体制 をめ ぐ っ て

一

秀ナ ル 成果を挙ゲ ツ ツ ア ル 諸君 ハ ，其ノ 旺盛ナ ル 気魄

ト，卓越 セ ル 技能 ト，強靭 ナ ル 体力 トヲ ，大東亜戦下

ノ此 ノ 大会二 於 テ ，遺憾ナ ク 発揮 セ ラ レ ン 」
as
こ と を願

うもの で あ る と述 べ て い る．

　 こ うした 時代状況 を 反映して
，

「大会 」 は，1939年

第 10回 大会 が 「明治神宮国民体育大会1，1942年第 13 ・

回大会 が 「明治神宮国民錬成年大会 」 へ と，「大会」名

の 呼称変更 が 行われ る こ とにな っ た ．しか しなが ら，

す で に 明 ら か に した よ うに，こ の 時期に い た る 「大 会 」

は，単に 大会名 の 呼称変更 に とどまる こ となく，「大会 」

総体 と して の 性格 の 変化を示す こ と に なっ た ．

　それ は，「大会」の 主管母 体の変更 となっ て現われた．

す なわ ち，1926年第 3 回 「大会 」 か ら，1937 年第 9

回 「大会」 にい た る 12年間に亘 っ た 民間団体 「明治神

宮体育会」 の 主 管か ら，新た に 国家行政機構 の 再編 に

伴 っ て 設置 された厚生省へと，開催権 が 移管された こ

とで あ り，こ れ に よっ て 国家主導の 大会運営 の 道が開

か れ る に い た っ た こ とで あ っ た．

　 「大会」 の 実施方針は ，戦時体制化を反映 して確立

し，「現下 ノ熾烈 ナ ル 戦況 ト
ー

切 ヲ 戦力増強二 動員結集

ス ル 緊要性 二 鑑 ミ」，「大会ヲ 通ジ尽 忠報国，捨身奉公

ノ皇国精神 ヲ 発揚 シ 仇敵撃滅 ノ旺盛 ナ ル 気魄 ヲ 昂揚 」

し，「決戦下 に相応シ ク 飽 ク迄真摯敢闘，規律厳正 ヲ旨

トシ 大東亜指導国民 トシ テ ノ 溌刺 タル 意気 トカ トヲ 中

外 二 顕揚ス ル コ ト」
ua
が強調 され る こ とに な っ た．

　 「大会 j 役員構成は，大会総裁，三 笠宮家，名誉会

長　内閣総理大臣，会長　厚生大 臣，顧間　宮内，外

務，内務，大蔵，陸軍，海軍，司法，文部，農林，拓

務，商工 ，逓信，鉄道，国務大臣等，内閣全閣僚が参

与 し，挙国
一

致 の 組織体制が確立 され て い っ た
〔ts．

　 「大会 」 の 会期 に つ い て は ，1927年第 4 回 f大会」

か ら，1937年第 9 回 「大会 」 まで ，隔年開催で あ っ た

が
， 厚生省が 主管とな っ た 1939 年第 10回 「大 会」 以

降，時局を反映 し て連年開催と な る に い た っ た．

　 「大会 」 に お ける 開催競技種 目に つ い て も大きな変

化 が 現 わ れ，1939年第 10回 「大会」 よ り，ス ポーツ

種 目の 増加 に 加 え て，集団 訓 練や戦技訓練を基調 と す

る 「国防競技 」 が ，競技種 目 と し て導入 され る に い た

っ た．さらに 1943年第 13回 「大会 」 よ り，「国防競技 」

は 「戦場運動 」 へ と呼称変更 が な され る こ とに な り，

戦時体制化 に お ける 「大会 」
への 影 響が，直接的 にも

た ら され る状 況 が 現 わ れ て く る こ とに な っ た，

　太平洋戦争勃発以降，臨戦体制へ向けて の 国内，国

際 情勢 の 緊 迫 化 は ，1924年嚆矢 の 声 を 上 げた 第 1 回

「大会亅 以降，19年間 に 亘 っ て継続 して きた 「大会」

に も不可避的に波及する こ とに な り，1944 年第 14回

「大会」 に お い て は，地方大会の 開催に 実施方針 は縮

少 され ，そ し て ま た，こ の 「大会」 をもっ て ，唯一
の

総合 的な ス ポー
ツ 大会も終焉 を迎える こ とに な っ た．

　顧 みて ，こ の 「大会 」 は，1920 年代 に お けるス ポー

ツ に 対する国民的な関 心 や要求が ，社会的に醸成され

て くる時期 に成 立 を見たもの で あ っ た．その 意味で は，

こ の 「大会 j が わ が 国 に お け る ス ポー
ツ の 普及 と発展

に果 た した，歴史的，社会的役割を看過す る こ とは で

きな い ．

　しか しなが ら，
一

方 に お い て こ の 「大会」 が，国家

主導の 政策的な意図 に もとつ く15年戦争 へ と国民動

員が図られ ，そ の 結果と して ，「大会」 は逼塞状態に 陥

り，国民 生活 の 舞台 か ら消滅 して い くとい う，い わば

負 の 遺産 をその 軌跡と して 振 り返る時，ス ポーツ と時

代状況 との 相互関係 を，改め て歴史 の 担 い 手 となる国

民 の た め の ス ポーツ の 普及 と発展 の 視点か ら，問 い 直

す こ とが重要 で あ る，その 意味 で，こ の 「大会 」 は ，

歴 史 の 教訓 を 今 日 に 託 した 19年 に 亘 る道程 で あ っ た

とい わなけれ ばな らな い ，戦後に お い て，改めて 新生

を見 た 総合 的 な ス ポ ー
ツ 大 会 で あ る 「国 民体 育大

会 」
注 且7｝

は ， 以 上 の ような歴史的な課題 を体現 して い く

真の 実験場 とされ なければな らな い ．

　　おわ りに

　本稿は ， す で に 明らか に した 「わが 国における近代

ス ポーツ の 展開過程に関する 実証的研究一明治神宮競

技大会の 設立をめ ぐっ て
一

」 に続 く原著論文 で あ る
ua，

そ の 研 究視角 は，1939年第10回 「大会」 以降に お い

て 顕在化 して きた戦時体制化 の 過程 を，そ れを とりま

く時代状況 の 中に位置 づ ける こ とによっ て，「大会」の

果 た して き た 歴 史的役割 を 明 らか に し よ う とす る もの

で あ っ た．

　そ れ は，筆者の 方法論の 基底に あ る，「ス ポ
ー

ツ は時

代 に 生まれ ， 時代 とともに 歩み，時代を反映する 」
  ，

とい っ た命題 を具体化 した もの で あ っ た とい っ て よい

で あろ う，そ の 意味 で ，
「大会」 の 戦時体制化 の 過程 に

見 られる諸実相と，そ れ を と りまく時代状況と の相互

関連に お け る歴史的検討は，今回 の 研究を通 じ て 前 進

した もの と思量される．

　今後 に 託 され た課題 は ，「大会」運営の 基礎 とな る財

政的な基盤に っ い て は，今 回 の 研究 で は未着手 となっ

た．「大会」 運 営 に係 わ る 財政構造 を明 らか に して い く
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こ と は，「大会 」 の あ り様 に つ い て ，よ り総合的且 っ 構

造的な究明 を 進めて い くうえ で，基本的 に 重要な検証

作業 とい わ な けれ Ct；な らな い．

　そ の 意味 で ，今後 は ，「大会」 に関す る財政関係史料

の 探索 と収集に 向け ，研究計画を立案し て ，
「大会 」が

果 た し た歴史的役割を さらに 理論的に究明 で き る よ う

志向 して い きた い ，

注

1 ）国民精神総動員実施要綱 （閣議決定　昭和 12年 8

　月 24 日）．

　こ の 要綱に お い て ，趣 旨，名称，運動 の 目標，実施

　機 関 ， 実施方法等 が決定 され ，「官民
一

体 トナ リテ

　
ー

大国民運動」 を 展開し て い く組織的な基盤が確立

　した．こ うし て 国民精神総動員運動 が 開始 される こ

　 と に なっ た．

2）国家総動員法 （法律第 55号　昭和 13年 3 月 31 日）．

　こ の 法律は ，「戦時二 際シ 国防 目的達成ノ為国ノ 全

　力 ヲ 最 モ 有効 二 発揮 セ シ ム ル 様人 的及物 的資源 ヲ

　統制運用 ス ル 」 こ と を目的と して制定され た．これ

　によ っ て，労働 ， 経済，物資，施設等，国民生活全

般 に 亘 る国家統制が確立 され る と こ ろ とな っ た．

3 ）教育審議会第 10回総会 「国民学校，師範学校及幼

　稚園 に 関す る件 」 の 答申 （昭和 13年 12月 ）に もとつ

　 くもの ．

4 ）勅令第 7 号 （昭和 13年 1 月 10 日） に より，厚生省

　が 発足 した ．同省 に体力局，衛生局，予防局，社会

　局，労働 局 の 5 局が設置 され，体力局 にお い て は ，

　 「体力 向 上 ノ企画 二 関 ス ル 事項，体力調査 二 関 ス ル

　事項 ， 体育運動 二 関ス ル 事項，女性産婦 ，乳幼児及

　児童 ノ 衛 生 二 関 ス ル 事項」 が所管され る こ とに なっ

　た．

5 ）「国民精神総動員 二 際 シ 体育運 動 ノ 実施 二 関 ス ル

　件 」 （発体69号　昭和12年 12月 16 日）

　こ の 通牒 は，全国の 教育機 関な らび に ス ポ
ー

ツ 団 体

　へ 発 せ られ，本格なス ポーツ の 戦時体制化への 時期

　を迎 え る こ とに な っ た，

6 ）第73回帝国議会にお ける，厚生大臣　木戸幸
一

の

　厚生行政 に 対する 施政方針演説．

7 ）厚 生 文 部次官通牒 （昭和 13年 8 月 1 日 ）を以 て 制

　定を見 る とこ ろ とな っ た．

8 ）法律第 105号 （昭和 15年 4 月 8 日） を以 て 公布 さ

れ るに い た っ た．

9 ）同上．

10）全国高等学校長会議 に お け る 文部大臣　橋 田 邦彦

　 の 訓示 （昭和 15年 9月 17日）．同 主 旨の 訓示 は ，専

　門学校長会議 （昭和 15年 10月 1 日），帝国大学長会

　議 （昭和 15年 10月 28 日），官公立大学長会議 （昭和

　 15年11月 7 日）， 私立大学長会議 （昭和 15年 11月 13

　 日 ），私立専門学校長会議 （昭和16年 1 月 8 日），女

　子専門学校長会議 （昭和16年 1 月 9 日）に お い て も

　行 われた．

1D 学校報国団体制確立方 （文部省訓令第27号　昭和

　 16年 8 月 8 日），

　 こ の 訓令は ，北 海道庁長官，府県知 事，直轄学校 長 ，

　公私立大学，高等学校及び専門学校長 に発せ られ た．

　こ う して学校報国団 は，国家の 統制組織と して，全

　国の 教育機 関 に設 置 され て い くこ とに なっ た．

12）「オ リン ピ ッ ク 大会開催取止 二 関 ス ル 件」．（厚生省

　発体第44号　昭和13年 7月 15 日）

　 こ の 通牒にもとつ い て ，第12回 オ リン ピ ソ ク 東京大

　会の 取り止 めが 正 式 に 決定 した．

13）文部省体育局長通達 （発体第 59号　昭和 18年 3 月

　29 日）に よ る．

14＞文部省体育局長通達 （発体第 60号　昭和 18年 9 月

　 23 日） に よる．

15）大会名称 に っ い て は，各年度 「大会」 報告書よ り

　集約 し，作成 した もの ，

16） 「第14回明治神宮国民錬成大会二 関ス ル 件」．

　昭和 18年 6 月 29日，厚生次官通牒が各地方長官宛 に

　発せ られた．こ れ にもとつ い て，第 14回 「大会 」 は

　地方大会 の 開催に変更 された．

17）第 1 回国民体育大会 は ，1946年 8 月 9 日〜11 日

　ま で，京都府を中心 とする 大阪，西宮，橿原等，近

　畿 3 市域で 開催され る に い た っ た．その 開催要綱 に

　よ れば，ス ポーツ を通 じ て ，「民主国家を建設 」 す

　 る とともに ，「国民 文化 の 向上 」が高く掲げられた．

　そ の 意味で，国民体育大会は，戦後 に おけるス ポー

　ツ 史展 開 の 嚆矢 と して の 役割 を果 たす こ と に な っ

　た，
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